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令和６年第１回錦江町議会定例会一般質問 

質問者 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

池田行德 町内における催

しの開場場所に

ついて 

１．いきいき秋まつりの会場を高齢者や車のない

方々のために以前のように役場周辺で開催できな

いか。 

２．夏祭りの会場である大根占漁協や田代中央運動

場について今後の開催場所をどのように考える

か。 

３．花瀬まつりの開催場所について、できる限り花

瀬公園の象徴である石畳での開催を実行委員会へ

要望できないか。また、バンガローなどの宿泊関

係のためにできるだけ開催日の早い決定はできな

いか。 

町 長 

害虫（ヤンバルト

サカヤスデ）の駆

除について 

１．害虫（ヤンバルトサカヤスデ）の被害状況につ

いて、どのように把握しているのか。また、今後

の駆除方法についてはどのように考えるか。 

２．他の自治体の発生、対応事例を把握しているか。 

３．これ以上の蔓延を防ぐために専門の事業者に委

託する考えはないか。 

町 長 

落司道子 認知症対策につ

いて 

１．「認知症になっても安心して暮らせる錦江町」を

めざし、①普及啓発②認知症カフェ③まちづくりの

３つの柱で取組んでおり、施政方針の中でも引き続

き町民の有志の皆さんや事業者等と連携しながら、

内容の充実を図っていく、と謳っている。社会参加

活動等の関わりを持つため、きっかけとなるのが「認

知症カフェ」であることから、参加者の呼びかけを

図っていくとのことであるが、送迎等の対応ができ

る人数は限られているとのことである。そのような

中で、今後どのように進めていくのか。 

２．サロン等と言った既存のコミュニティとの連携

について、どのように考えていくのか。 

町 長 

浪瀨亮祐 町営住宅につい

て 

Ｕ・Ｉ・Ｊターン者やローカルベンチャー事業、

起業家、地域おこし協力隊員、山村留学生親子など

多面にわたり募集を行っているが、受け入れ時の住

宅の確保はどのようになっているのか。 

 また、小学校の再編統合が行われる校区において

は人口減少を心配し町営住宅を望む声があるがどの

ように考えるか伺いたい。 

町 長 

旧田代高校跡地

について 

旧田代高校木造校舎については、前回も質問をし

た経緯はあるが、現時点では庭木が生い茂っている

状態であるが、今後維持管理をどう考えるか伺いた

い。 

町 長 
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川越裕子 高齢者対策につ

いて 

１人暮らしの高齢者の見守り安全を図るため、町

が実施している緊急通報体制整備事業は、家庭内に

おいて急病、災害時等の緊急時に迅速適切な対応を

図るものである。 

１．現在の対象の状況について 

２．本事業の周知方法について 

３．対象者の把握について 

町 長 

久保勇太 医師会立病院の

再整備に関して 

 

１．先の 12 月議会で可能性を指摘した通り、総事

業費は当初の 58.7 億円ではなく、80 億円を超える

見通しになった。議会への報告は先月 2月 5日の全

員協議会において初めて行われ、一番重要な両町の

事業費負担に関して、南大隅町との調整・協議が十

分に整わないうちに本事業に関する予算が 3月議会

に上程される事になった。どういう事か。一連の経

緯に関して、詳細な説明を求める。 

２．当方がこれまで再三に渡り、事業費上限がある

のではないかとの質問を行ってきたが、その都度曖

昧な答弁しか頂けなかった。それが今回、建設事業

費の上限を 7,457,252 千円と急遽設定している。ど

ういう事か。なぜ、58.7億円が上限ではないのか。

また、基金を 25 億円まで積むと表明されたが、そ

の財源と根拠は何か。詳細な説明を求める。 

３．これまで、町民の皆様も我々議会も、本事業に

関する両町の事業費負担は、平等に 50％50％である

との説明を受けてきた。それが、2 月 5 日の段階で

は、事業費負担に関して本町が約 42 億円、南大隅

町が 33 億円と実に 9 億円ほどの開きが生じ、議会

に諮ることもなく既に南大隅町にこの金額を提示し

たとの説明を受けた。どういう事か。議会軽視とも

いえる当行為に関して、詳細な説明を求める。 

４．本事業は 3か年に渡る債務負担行為として予算

に計上してあるが、3 月 4 日段階で南大隅町議会と

の協議の場すら開かれず、両町の 3か年に渡る建設

事業費の内訳に関して合意に達していない。すなわ

ち、両町において負担すべき事業費（債務）が確定

していない状態であるのにも関わらず、なぜ両町議

会で債務負担行為に関して審議が開始できるのか。

しかも、南大隅町は本事業に関して当初予算に挙げ

ておらず、本町のみが先行して審議することになっ

ている。どういう事か。両町で実施していく事業で

はないのか。詳細な説明を求める。 

５．両町の建設事業費補助の上限を 7,457,252 千円

としたのであれば、事業費がこの額を上振れた場合

町 長 
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は医師会が本当に負担できるのか。今後は建設業界

の 2024 年問題に代表されるように、様々な要因に

より建設費上昇並びに工期延長が見込まれる。仮に

医師会が賄いきれないほどの建設費上昇が現実とな

った場合、どのように対処するのか。詳細な説明を

求める。 

６．１３２床の病床であれば黒字が確保できるから

という主張でそれに基づいて設計を行い、今日の事

態に至っている。しかしながら、そのシミュレーシ

ョンはいつの段階のシミュレーションなのか。本当

に今日の情勢を加味したシミュレーションなのか。

令和３年の基本計画に基づいて総事業費を 58.7 億

円に設定していたら、様々な要因で 80 億円を超え

ることになった。今日の条件を当てはめ、再度シミ

ュレーションを行ったらどうか。本当に黒字が出る

のか。万が一赤字の結果が出た場合、当計画の根拠

が崩れることになる。今後、この計画のまま進めて、

万が一赤字経営が続いた場合、誰が責任を取るのか。

詳細な説明を求める。 

７．再三に渡り、当計画には事業運営中の大規模修

繕費用など必要不可欠な経費が織り込まれていない

と指摘してきた。また、先輩議員のご指摘により、

当事業において万が一、医師会が撤退した場合、ま

たは 30 年後事業が終了した場合の当該病院の解体

費用などが織り込まれていない事が判明している。

あらゆる観点から、不備だらけの事業計画であると

指摘せざるを得ない。本当に、この計画のまま進め

て、この事業は成功すると考えているのか。根拠と

併せて、詳細な説明を求める。 

８．本事業の責任者は誰か。万が一、この事業が失

敗したり、暗礁に乗り上げ、建設が中断したりした

場合は、誰が責任を取るのか。詳細な説明を求める。 

南大隅町との連

携に関して 

 

１．医師会立病院の再整備事業に起因して、南大隅

町と本町の間で深刻な相互不信を招くことになって

しまった。なぜ、このような事態に陥ってしまった

のか。南大隅町はなんぐう地域振興の為、あらゆる

分野で協業していかなければならないパートナーで

ある。今後、どのようにして信頼回復に努めていく

のか。詳細な説明を求める。 

町 長 
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染川金治 本町の水道事業

について 

１．上之宇都水源地は、昭和 37 年 4 月 1 日に共用

開始しているが、本管の種類及び耐用年数はどうな

っているのか。 

２．年間の給水人口への配水以外の余水は、農業用

水に活用されている。ほかの利活用は考えていない

のか。 

町 長 

肝属郡医師会立

病院の再整備に

ついて 

１．町民の健康と地域医療を継続するために入院で

きる病院は必要と思う。住民説明会で詳細に説明さ

れたと思うが、町民の十分な理解を得られたと思う

か。 

２．病院建設後の運営等で錦江町、南大隅町、肝属

郡医師会の三者で覚書という契約を取り交わしてい

るが、これも町民に説明したのか伺いたい。 

町 長 

久本晃 肝属郡医師会立

病院再整備 

１．今回の当初予算に計上されるまでの説明や動き

に対し、不安や不信感を感じる場面が多々あった。

特に南大隅町とは病院再整備だけでなく、同じく取

組むべき課題や問題点も多い。両町合同の全員協議

会ができなくなる状態に陥った原因はどのように考

えるか。また、今後両町で取組むべき事業があると

きにどのように取組むのか。 

２．明確にすべきものが数多く残る状態で当初予算

に計上されている。一度着工すれば不安要素を抱え

たまま計画がすすむ。解決できる不安要素を取り除

いてから着工すべきだと考えるが、今後の取組みは

どうか。 

町 長 

小吉昭弘 令和６年度一般

会計予算につい

て 

１．農林水産業費は、前年比９４.１％となっている。 

・３,９００万円の減少の要因は？ 

・農林漁業に対する町長の考えは？ 

・農林漁業の将来展望は？ 

２．土木費は、前年比８９.１％となっている。 

・５,４００万円の減少の要因は？ 

・町内建設業に対する町長の考えは？ 

・建設業の将来展望は？ 

３．消防費は、前年比７６％となっている。 

・６,６００万円の減少の要因は？ 

・消防団員確保にどう努めるか？ 

町 長 

 


